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兵庫県子ども・子育て支援推進本部ニュース 第 14９号 

号         

  

平成30年（２０１8年）1１月 

ひょうご 

子ども未来通信11月号 
http://web.pref.hyogo.lg.jp/hw08/hw08_000000008.html 

 

問合わせ先：兵庫県健康福祉部こども政策課 

TEL：078-362-4186 

 

９月 20 日（木）に、兵庫県公館で、「第 19 回 兵庫県子ども・子育て会議」が開催され

ました。 

会議の冒頭、金澤副知事が、「人口減少、少子高齢化が進展する中においても、課題にし

っかりと対峙し、地域が将来にわたり活力を維持できるよう、しっかり少子化対策・人口対

策に取り組んでいく」と力強く述べられました。 

会議では、「ひょうご子ども・子育て未来プランに基づく来年度の取組の方向性」等につ

いて審議が行われ、学識者や各団体代表により、活発な意見交換が行われました。 

県では、これらの意見・提言を踏まえ、来年度の施策を検討していきます。 

 

 

 

問合わせ先：兵庫県健康福祉部こども政策課 

TEL：078-362-4186 FAX:078-362-3011 

E メール: kodomoseisakuka@pref.hyogo.lg.jp 

 

 

 

 

兵庫県では「ふるさとひょうご寄附金（兵庫県版ふる

さと納税）」を活用して、兵庫の木でつくられたおもち

ゃを保育所や幼稚園等の子どもたちに贈る「ひょうご孫

ギフトプロジェクト」を実施しています。 

ふるさと兵庫の木のぬくもりを感じ、触れ合うことで、

未来を担う子どもたちに豊かな感受性を育んでもらいた

いと考えています。 

 ５万円以上の個人寄附をいただいた方には、県内企業

による子育てグッズを集めた特製カタログ「みどりのひ 

ょうごっこ」を送付いたします。カタログからご希望のギフトを申し込むと、知育玩具や初

めての将棋セット等、お孫さんやお子さんのための素敵なプレゼントが届きます。（寄附に 

より、実質２千円の負担で、所得税・住民税

から一定の税控除が可能です。） 

多くの皆様からの寄附をお待ちしており

ます。 

ひょうご 孫ギフト 

 
 

 

 

 

意見交換 
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問合わせ先 
（公財）兵庫県青少年本部 ひょうご出会いサポートセンター  
〒650-0011 神戸市中央区下山手通 4丁目 16-3 
TEL：078-891-7415  

 

 

 

 平成 30 年 9 月 9 日（日）神戸市立こうべ市民福祉交流センターで、全国病児保育協議会兵

庫支部と共催で「平成 30 年度病児・病後児保育研修会」を開催しました。 

 県内では初めての研修会となり、約 140 名の県内病児保育施設に勤務する看護師・保育士や

各市町の病児保育事業関係者の方々に参加いただきました。 

 研修会では、病児保育室プエリ（片山キッズクリニック）、病児保育室ポッケ（井口小児科

内科医院）、エンジェルさんのおうち（真星病院）の医師、看護師、保育士を講師として、実

践的な講義と質疑応答が行われました。 

 

問合わせ先：兵庫県健康福祉部こども政策課 

TEL：078-362-4186 

 
  

 

 

ひょうご出会いサポートセンターでは、市町及び関係団体と連携した『出会い・結婚に関す

る総合イベント』を開催します。 

・ 日 時：平成 30 年 12 月 24 日（月・祝日）13 時～(12 時 30 分開場) 

・ 場 所：ウェスティンホテル淡路 （淡路市夢舞台２番地） 

・ プログラム： 

①  小林祐梨子さんと成婚カップルによるトークショー  

 『ゲストと成婚カップルが語るリアルな体験談から幸せのヒントを見つけよう』   

司会：ターザン山下氏 

②  独身の子を持つ親向けセミナー・交流会 

③  婚活イベント『リゾート婚活 恋するおとなのクリスマス』 

④  婚活イベント参加者向けセミナー 

⑤  はばタン会員（出会いサポートセンター個別お見合い会員）のための個別相談会 

⑥  「はばタン会員」出張登録会 

⑦  専門家による魅力アップアドバイス 

⑧  市町・関係団体等の広報コーナー 

※ なお、プログラム毎に対象者・応募期間・参加費用（③以外は無料）が異なりますの

で、詳細・お申し込み方法は、下記 URL にてご確認ください。 

  URL：https://www.msc-hyogo.jp/archive/topics/2357.html 
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問合せ先：兵庫県立 人と自然の博物館 

〒669-1546 兵庫県三田市弥生が丘６丁目 

TEL：079-559-2001 FAX：079-559-2007 http://www.hitohaku.jp/ 

 

 

問合せ先：兵庫県立歴史博物館 〒670-0012 兵庫県姫路市本町 68 番地  

TEL 079-288-9011 FAX  079-288-9013  http://www.hyogo-c.ed.jp/~rekihaku-bo 

 

 

 

■ フロアスタッフと遊ぼう「画はくの日 きれいなとりを描いてみよう！」 
博物館の展示をじっくり観察しながら絵を描いてみましょう。 

・ 日 時：12 月９日(日)13:30～15:00 

・ 場 所：４階ひとはくサロン  

・ 参加費：無料 

・ 定 員:なし 

 

■ 花工房 
  押し花を自分の好きな形にならべて、かわいいしおりをつくります。 

・ 日 時：12 月 16 日(日)11:00～15:00 

・ 場 所：４階ひとはくサロン 

・ 参加費：100 円 

・ 定 員：なし 

 

■ ドリームスタジオ「しめ縄リース」 
  稲わらをドーナツ状にまるめます。そこに、稲穂やまつぼっくりなどで飾りつけをして、 

素敵なしめ縄リースが出来上がります。 

・ 日 時：12 月 16 日(日)13:00～15:00 

・ 場 所：４階実習室 

・ 参加費：200 円 

・ 定 員：20 名 

・ 受 付：12 時 45 分から実習室前で受付開始。 

 

 
 
 
■ 歴はく倶楽部「万華鏡をつくろう」 

のぞくとすばらしい世界が広がる万華鏡をつくります。 

 

・ 日 時 ： 11 月 25 日（日） ①10:00～11:30 ②13:00～14:30 

・ 会 場 ： 兵庫県立歴史博物館 ロビー 

・ 参加費 ： 100 円 

・ 定 員 ： 午前・午後各 25 名（当日受付・先着順） 

 

歴はく倶楽部 作品例 
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■ 育休復帰応援セミナー「育休復帰が少し楽しみになるための準備」 
育休中にやっておくこと、復帰後の家事分担のポイントなどを学び、復帰が少し楽しみになる

ようにしませんか。 

・ 日 時：平成 30 年 11 月 21 日（水）10:00～12:00 

・ 講 師：湯本 理絵（キャリアカウンセラー、ワーク・ライフバランスコンサルタント） 

・ 定 員：10 名(組)（申込多数の場合は抽選） 

・ 対 象：産休・育休中の方、将来的に育休を取得して働き続けたいと考えている方 

・ 受講料：無料 

・ 一時保育：要予約・無料・定員６名（１歳半から就学前まで） 

※ お一人での参加、パートナーとの参加、どちらでも参加いただけます。 

※ １歳半未満のお子さまは、抱っこやベビーカーで同席してご参加いただけます。 

※ 申込締切 11 月 13 日(火)17:00 必着 

■ 女性のための働き方セミナー ～行政書士に手続きを学ぶ～おうちでプチ起業 
起業時に必要な手続きや、事業によって必要な「許認可」、日常の領収書管理などの「会計記

帳」を学び、起業の準備をしませんか。 

・ 日 時：平成 30 年 11 月 20 日（火）10:00～12:00 

・ 講 師：辻村 さおり 

（行政書士、兵庫県行政書士会会員、ひろた行政書士 花信風 辻村さおり事務所） 

・ 定 員：20 名（先着順） 

・ 対 象：テーマに関心のある女性 

・ 受講料：無料 

・ 一時保育：要予約・無料・定員６名（１歳半から就学前まで） 

 

問合せ先：兵庫県立男女共同参画センター・イーブン 
〒650-0044 神戸市中央区東川崎町 1-1-3 神戸クリスタルタワー７階 
電話：078－360－8550  FAX：078－360－8558  
 HP: http://www.hyogo-even.jp  Facebook: https://www.facebook.com/hyogo.even 

 

 

■ 「関西文化の日」関連イベント 
わんぱく彫刻探検隊～宝物に出会おう！～ 

美術館の屋外に設置している彫刻作品を参加者みんなで探しに行こう！しっかり体操して、リ

ラックスして、こころもからだも準備ができたら、さあ出発だ!! 

・ 日 時：11 月 24 日(土)14:00～15:30(受付 13:45～14:00) 

・ 対 象：どなたでも 

※ 小学校２年生以下は保護者同伴                   

・ 参加費：無料                     

・ 定員：30 名（要事前申込）  

※ 10 月 24 日(水)午前 10 時より受付開始・先着順 

※ 県立美術館こどものイベント係 

（Tel．078-262-0908）にお電話下さい。 

 

問合せ先：兵庫県立美術館 
子どものイベント係 

〒651-0073 
神戸市中央区脇浜海岸通１丁目１番１号 
TEL:078-262-0908 FAX:078-262-0903 

 

・ 会場：県立男女共同参画センター  セミナー室 ・ 受 講 料：無料 

・ 申込方法：所定の申込書(イーブンホームページから入手可能)を FAX・郵送・持参 

 



5 

 

  

 

  
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

Facebook で子育て情報発信中！ 

 こども・子育てひみつ基地  

https://www.facebook.com/kodomo.himitsukichi 

検索
 こども・子育てひみつ基地  

編集部からのお知らせ 
 「ひょうご子ども未来通信」は、市町、企業、商
工会議所、商工会、青年会議所、地域団体・NPO、県
関係機関などや希望者に電子メールにより配信して
います。新たに配信を希望される方は、下記アドレ
スに「未来通信・配信希望」と送信してください。
未来通信に掲載する記事も随時、募集しておりま
す。ご希望の方は下記までご連絡下さい。 
 兵庫県子ども・子育て支援推進本部 
 （健康福祉部少子高齢局こども政策課） 
  kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 

問合せ先：おもちゃコンサルタント 竹下 あきこ 
E-mail：momlabo@gmail.com 

ひょうご出会いサポートセンター 
～会員募集のご案内～ 

 

兵庫県では少子対策の一環として、「ひょうご出会い支援事業を平成 11年から推進しています。 
結婚を希望される 20 歳以上の独身の方は、「ひょうご出会いサポートセンター」で１対１のお見合

いをすることができます。平成 29年１月 27 日からはビックデータを活用した新システムの供用を開始
していますので、ご活用ください。 

 ○はばタン会員（お見合い） 
  ＜登録手数料 5,000 円／年、20 歳代は会員は 3,000 円／年＞ 
 ○あいサポ会員（イベント参加）＜登録無料＞ 
  ☆詳細は「ひょうご 出会い」検索   Https://www.msc-hyogo.jp/ 
問合せ先：ひょうご出会いサポートセンター 電話：078－891－7415 

あなたの「家族の日」はいつですか？ 

 兵庫県では、それぞれの家族が誕生日や記念日な

ど、家族にとってふさわしい日を「家族の日」と定

めることを提案する運動を進めています。 

 「家族の日」には、家族で食事をしたり、お出か

けするなど、家族と一緒に過ごしてみませんか。 

問合せ先：県男女家庭課  電話：078-362-3385 

遊びと学びのある暮らし 
 

認定こども園・保育所等ホットライン 
認定こども園・保育所等の保育施設の制度や基

準など乳幼児教育や保育に係る様々なご相談は、
＃7350 にお電話してください。  

保育専門員が「知りたい」「聞きたい」にお答
えします。  

◆開設時間 月曜～金曜 9：00～17：00（祝日を除く） 

◆電話番号 ＃７３５０   078－341－7711（内線 2920） 

◆Eメール  kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 

（固定・IP/携帯電話から通話可能・通話料金は通話者負担となります） 

 

今も昔も、電話をかける大人の姿を真似したり、固定電話や携帯電話を触りたがったり、
小さな子ども達は、電話に興味津々！ 
市販されている電話のおもちゃも、時代とともにダイヤル式からプッシュ式へ変わり、今

ではスマートフォン型が多いですね。 
多機能な電話のおもちゃも魅力的ですが、やはり、受話器を耳にあてて「もしもし」から

はじまる、やりとり遊びを親子で楽しみたいですね。少し大きくなったら、電話で注文を聞
いたものを届ける「お店屋さんごっこ」も面白いですよ。 
電話のおもちゃがなくても、手作りしたものや、積み木を電

話に見立てるだけでもいいですね。時間があれば、紙コップに、
たこ糸を通した「糸電話」や風船を通した「風船電話」もおす
すめです。２人はもちろん、家族全員で会話できる電話づくり
に挑戦してみましょう。 
電話を通して、どんな言葉や話を伝えてくれるのか・・・日々

成長する子ども達のその時々の声に耳を傾けたいですね。 

 

 

 
 

 

 

 

mailto:kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp

